
●
事
業
所

　
栗
原
市
花
山
字
本
沢
稲
千
場
33

　
電
話

：

56
―
２
７
５
０

●
事
業
内
容

　
陶
器
製
造
、
販
売

●
お
店
の
Ｐ
Ｒ

　
県
内
で
も
数
少
な
く
な
っ
た
穴
窯

で
赤
松
を
使
い
焼
成
す
る「
焼
き
締

め
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。
自
然
釉
の

か
か
っ
た
焼
き
物
は
同
じ
物
が
無
く
、

陶
土
や
磁
器
土
を
使
っ
た
表
情
は
多

種
多
様
な
物
が
出
ま
す
。
普
段
お
使

い
の
器
か
ら
花
生
、
茶
陶
ま
で
幅
広

く
製
作
し
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
ま
せ
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
陶
芸
フ
ァ
ン
の
幅
を
広
げ
る
為
、

若
い
人
達
に
も
手
に
と
っ
て
も
ら
え

る
様
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
イ
ン
テ

リ
ア
ま
で
意
識
を
広
げ
、
陶
器
の
デ

ザ
イ
ン
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
東
北
の
焼
き
締
め

陶
」
と
し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は

　
ど
う
お
考
え
で
す
か

　
最
も
高
齢
化
の
進
む
花
山
に
移
り

住
む
若
い
世
代
も
出
て
来
ま
し
た
。

彼
ら
と
の
積
極
的
な
交
流
を
図
り
、

新
し
い
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
も
作
り
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
商
工
会
へ
の
要
望

　
歴
史
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
に
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
姿
に
い
つ
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
人
材
の
育

成
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
等
に
お

力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

斎
藤
会
長
の
挨

拶
で
は
、
昨
年
度

は
、
地
方
の
中
小

・
小
規
模
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環

境
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
下
に
お
い
て
、
か
ね
て
か
ら
商

工
会
組
織
を
あ
げ
て
、
早
期
制
定
に
向

け
た
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
「
小
規

模
企
業
振
興
法
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ

る
な
ど
こ
れ
ま
で
の
国
の
施
策
が
「
小

規
模
企
業
に
し
っ
か
り
と
焦
点
を
当
て

る
」
も
の
へ
大
き
く
シ
フ
ト
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
商
工
会
と
し
て
は
、「
組

織
の
拡
充
強
化
」
や
「
支
援
機
能
の
強

化
」
、「
地
域
活
性
化
事
業
の
推
進
・
支

援
」
な
ど
の
諸
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
「
商
工
会
は　

行
き
ま
す　

聞

き
ま
す　

提
案
し
ま
す
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
商
工
会

の
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
た
い
と

の
旨
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
、

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

一
迫
花
山
商
工
会
定
款

の
一
部
改
正（
案
）承
認
の
件

第
２
号
議
案　

一
迫
花
山
商
工
会
運
営

規
約
の
一
部
改
正（
案
）承
認
の
件

第
３
号
議
案　

一
迫
花
山
商
工
会
役
員

退
任
慰
労
金
規
約
の
一
部
改
正（
案
）

承
認
の
件

第
４
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
報
告

書
並
び
に
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照

表
及
び
財
産
目
録
承
認
の
件

第
５
号
議
案　

平
成
26
年
度
事
業
計
画

（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

第
６
号
議
案
　
平
成
26
年
度
借
入
金
最

高
限
度
額
及
び
借
入
金
先
承
認
の
件

▽
宮
城
県
知
事
褒
状

　

菅
原　

政
昭
（
㈱
佐
藤
農
機
具
商
会
）

▽
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　

佐
藤　

利
秋
（
㈲
新
妻
合
成
製
作
所
）

　

渋
谷　

礼
子
（
㈲
新
妻
合
成
製
作
所
）

▽
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　

菅
原　

正
美
（
㈱
宮
城
化
成
）

　

山
村
け
い
子
（
㈲
耕
佑
）

　

山
田　

則
義
（
理
事
）

　

小
山　

昭
彦
（
理
事
）

　

佐
藤　

雄
一
（
元
職
員
）

　

鈴
木
さ
え
子
（
元
職
員
）

▽
一
迫
花
山
商
工
会
長
表
彰

　

後
藤　

光
昭
（
㈲
一
迫
電
業
社
）

　

狩
野　

悦
雄
（
㈲
も
ち
っ
小
屋
で
ん
）

　

佐
藤　

安
夫
（
㈱
宮
城
化
成
）

　

白
鳥　

清
礼
（
㈱
宮
城
化
成
）

　

伊
藤　
　

望
（
㈱
宮
城
化
成
）

　

福
内　

康
広
（
㈲
熱
海
工
務
店
）

　

原
田　
　

明
（
㈲
新
妻
合
成
製
作
所
）

　

佐
藤　

京
子
（
㈲
新
妻
合
成
製
作
所
）

　

金
田　
　

潔
（
㈲
花
山
造
園
緑
化
建
設
）

平成26年５月31日発行（一迫花山全世帯）第51号(1)

　
一
迫
花
山
商
工
会
の
平
成
26
年
度
通
常
総
会
が
５
月
27
日
に
開
催
さ

れ
、
本
人
出
席
46
名
・
委
任
状
出
席
１
０
１
名
の
合
計
１
４
７
名
の
会

員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
開
催
す
！

平
成
26
年
度

優良従業員表彰式

挨拶する斎藤会長

座 

主 

窯(

ざ
す
が
ま)

　
総
会
議
案
審
議
に
先
立
っ
て
、
一

迫
花
山
地
区
内
事
業
所
に
永
年
に
亘

り
貢
献
さ
れ
た
優
良
従
業
員
の
皆
様

方
と
本
会
役
職
員
に
対
し
、
関
係
機

関
よ
り
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

受
賞
お
め
で
と
う

  

ご
ざ
い
ま
す

第51号
発行所

一迫花山商工会
栗原市一迫真坂字高橋10番地
電話  本所(0228)52-3300
　　  支所(0228)56-2068

発行責任者

斎　藤　昭　芳



　

青
く
澄
み
切
っ
た
空
に
、
美
し

い
小
鳥
の
鳴
き
声
が
響
き
渡
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
そ
れ
は
美
し
い
鳴

き
声
で
す
。
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う

で
す
。
大
ル
リ
で
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
奥
山

に
姿
を
現
し
て
は
、
美
し
い
鳴
き

声
で
、

訪
れ
る

人
達
を

魅
了
し

て
く
れ

ま
す
。

鮮
や
か

な
瑠
璃

色
で
、

ソ
ノ
姿

も
魅
力

的
で
す
。

　

木
立

の
梢
に

留
ま
り

朝
早
く

か
ら
私

た
ち
を
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

栗
駒
山
の
残
雪
が
駒
姿
を
現
し
、

種
ま
き
坊
主
が
現
れ
る
と
、
麓
の

農
家
で
は
、
田
仕
事
や
畑
仕
事
が

忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

奥
山
の
雪
は
こ
の
冬
は
多
く
、

今
で
も
澤
沢
に
、
沢
山
残
っ
て
い

ま
す
。
山
菜
も
残
雪
が
消
え
次
第

に
出
て
き
ま
す
。
黄
色
い
フ
キ
の

と
う
。
シ
ド
ケ
、
ア
イ
コ
、
コ
ゴ

ミ
等
が
一
斉
に
芽
吹
き
、
自
然
の

恵
み
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま

す
。
雪
解
け
の
湿
地
帯
に
は
、
黄

色
い
花
の
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
や
水
芭

蕉
が
、
咲
き
乱
れ
ま
す
。

　

水
芭
蕉
の
白
い
花
と
言
い
ま
す

が
実
は
、
あ
れ
は
葉
っ
ぱ
で
、
真

ん
中
の
緑
の
棒
状
の
茎
に
米
粒
大

の
白
い
花
が
沢
山
咲
い
て
い
る
の

で
す
。
奥
山
の
季
節
は
ゆ
っ
く
り

進
ん
で
い
ま
す
。
新
緑
と
山
桜
と

雪
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
美
し
さ

は
、
訪
れ
る
人
々
に
安
ら
ぎ
を
与

え
ま
す
。
残
雪
が
多
く
雪
崩
の
恐

れ
が
あ
り
国
道
３
９
８
号
の
開
通

が
遅
れ
ま
し
た
が
、
今
は
、
そ
の

心
配
も
無
く
全
線
順
調
に
走
れ
ま

す
。

　

一
迫
の
ゆ
り
園
を
見
た
後
は
山

の
温
泉
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？

山
の
温
泉
に
今
シ
ー
ズ
ン
新
し
い

露
天
風
呂
も
出
来
る
そ
う
で
す
。

ま
た
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

　

農
作
業
が
一
段
落
し
た
ら
山
の

温
泉
に

ゆ
っ
く

り
出
掛

け
て
み

ま
し
ょ

う
。

便利生活　らくらく移動
一迫ふれあいタクシーのご利用案内

平成26年５月31日発行第51号(2)

▽
退
　
　
職
（
平
成
26
年
３
月
31
日
付
）

・
主
任
主
査

　

熱
海　

孝
輔
（
依
願
退
職)

・
主
査

　

鈴
木
さ
え
子
（
定
年
退
職
）

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

▽
新
規
採
用
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

　
　

今
年
四
月
よ
り
、
仙
台
か
ら

参
り
ま
し
た
。
逸
早
く
皆
様
の

お
役
に
た
て
る
よ
う
精
進
致
し

ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【
普
通
会
員
】

◎
く
ま
が
い
施
術
院

　

代
表
　
熊
　
谷
　
り
　
え

　

業
種　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

　

一
迫
片
子
沢
岩
下
63

－

３

　

☎
52

－

３
４
０
１

◎
千
葉
畳
店

　

代
表
　
千
　
葉
　
幸
　
善

　

業
種　

畳
製
造
小
売

　

一
迫
字
嶋
躰
下
川
原
６

　

☎
54

－

２
６
１
３

◇
一
迫
会
場　

７
月
３
日（
木
）

　

午
後
２
時　

一
迫
本
所

◇
花
山
会
場　

７
月
４
日（
金
）

　

午
後
２
時　

花
山
支
所

※
詳
細
は
、
個
別
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

新

会

員

紹

介

食
品
衛
生
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

仙台・宮城【伊達な旅】春キャンペーン２０１４
“真っ最中”

★金融相談日のお知らせ★
■相談日程　６月12日(木)・26日(木)
　　　　　　７月10日(木)・24日(木)
■相談時間　午前10時～午後４時まで
■場　　所　一迫花山商工会本所
※事業資金でお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
※ご相談の際は、あらかじめ電話等で予約の上ご来所願います。

　
新
緑
に
山
桜
が
映
え
五
月
の
美
し

い
季
節
の
な
か
、
友
人
に
誘
わ
れ
て

花
山
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
へ
。
今
が
旬

の
山
菜
の
天
ぷ
ら
や
漬
物
、
手
打
ち

蕎
麦
、
揚
げ
そ
ば
が
き
な
ど
お
い
し

く
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
店
の
方
に
連
休
中
の
人
手
を
聞

き
ま
し
た
ら
「
お
か
げ
さ
ま
で
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
風
評
被
害
あ
と
で
な
か
な

か
客
足
が
伸
び
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、

「
お
か
げ
さ
ま
で
」
の
声
を
聞
き
、
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
６
月
に
入
り
ま
す
と
、
あ
や
め
園
、

ゆ
り
園
が
開
園
し
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
あ
や
め
園
、
ゆ
り
園
と
と
も
に
、
一

迫
・
花
山
の
隠
れ
た
名
所
に
も
足
を
伸
ば
し
て

い
た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
の
で

は
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　（
一
条
）

編集後記

第32回山王史跡公園あやめ祭り

南くりこま高原一迫ゆり園

□開催期間

　平成26年６月20日(金)から

　平成26年７月９日(水)まで

　（開園時間８：30～17：00）

□祭り期間中の主なイベント

・６月20日(金) 10時30分

　開園式

・６月22日(日)

　第29回みちのく鹿踊り大会

・７月６日(日)

　第27回あやめ祭り神楽大会

□開催期間

　平成26年６月20日(金)から

　平成26年７月31日(木)まで

　（開園時間８：30～17：00）

・開園式

　６月20日(金)

主　事

工藤　沙希

栗原市デマンド交通システム運行事業

　一迫地区全体のまちなかのにぎわい創出の場
と市民活動の幅広い活動拠点として、平成２４
年１１月にリニューアルオープンしました。より多くの皆様にご利用い
ただくため、平成２６年１月１日より使用料の引き下げを行いました。

■施設の概要と利用案内
　施設内の多目的スペース（約４５㎡）
　ミニイベント、小会議（最大２０人程度）等にご利用いただけます。
　水洗トイレ付き、テーブル８、椅子２０を完備いたしております。
■所 在 地　栗原市一迫真坂字高橋２４（一迫郵便局さん向かい）
■開館時間　午前９時から午後９時まで（年中無休）
■利用案内
　（無料）福祉活動、公共的な活動等に関するもの
　（有料）サークル活動、フリーマーケット、直売等市民における

個人的活動事業等の販売、イベント等（収益・営業利益
を伴うもの）

■使 用 料（平成２６年１月１日改正）
　（基本料金）１時間につき２００円
　（使用区分）使用の形態により基本料に加算となりますのでご注

意願います。
　（利用申請）施設の利用を希望する団体や個人は、利用申請を行

って下さい。施設を利用する日の７日前までに備え
付けの申請様式に必要事項を記入の上、下記まで提
出して下さい。

■申 請 先　〒 987-2308　栗原市一迫真坂字高橋１０
　　　　　 一迫花山商工会　電話５２－３３００ ＦＡＸ ５２－２００５
　※利用許可申請書の様式は、一迫花山商工会のホームページからもダウンロードできます。

商工会の経営指導を受けている小規模事業者の方へ！

マル経融資制度
をご利用下さい！

マル経融資などの金融や経営に関するご相談はお気軽に

一迫花山商工会 まで！☎５２－３３００

●マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金融資制度）

融資対象
常時使用する従業員が商業・サービス業：５人
以下、製造業・その他：２０人以下の事業者

対象資金 運転資金、設備資金

融 資 額 ２,０００万円以内 (※１)

返済期間
運転資金　　７年以内(据置１年以内 )
設備資金　１０年以内(据置２年以内 )
※元金返済据置期間は、ご希望の期間に設定できます。

融資利率 年１．４５％ (平成２６年５月１６日現在 )
※最新の金利は商工会にご確認下さい！

融資機関 日本政策金融公庫(国民生活事業 )

商工会の「経営指導」と「融資の推薦」を受けた方が利用できる制度です！
※１　1,500万円超の貸付を受けるには、事前に事業計画を作成する等の要件が
　　　ございますので、詳しくは商工会までお問い合わせ下さい。

マル経融資３つの特長

１ 担保不要！
２ 保証人不要！
３ 低金利！

【申込の要件】
①商工会の経営指導を受けていること（原則６か月以上）
②所得税、法人税、事業税等の義務納税額をすべて完納
　していること
③商工業者（最近１年以上事業を行っている事業者）
　※日本政策金融公庫の非融資対象業種等は対象外

◇ふれあいタクシーの利用方法◇
　①利用登録　利用者は「一迫ふれあいタクシー」への利用登録が必要です。
　②停 留 所　「一迫ふれあいタクシー」に停留所はありません。
　　　　　　　ご自宅やお店の中などで到着をお待ちください。
　③利用上の注意
　　運行　「一迫ふれあいタクシー」は、下記の時刻表に基づいた運行を行います。
　　予約・連絡先ご予約は、希望する便の３０分前までに、「一迫ふれあいタク

シー」情報センター ＴＥＬ ５７－６２２２へご連絡下さい。（電話番号・お
名前・乗車場所・行き先の順にお話しください！）

　④「一迫ふれあいタクシー」は、複数の方との乗り合せ利用となります。
　⑤到着時間は、目的地に直行する通常のタクシーと異なりますので、到着時

間に余裕がある場合にご利用下さい。
　⑥ご利用料金　まちなかエリア（１回利用１００円）
　　　　　　　　北部エリア、南部エリア（１回利用３００円）
　　　　　　　　北部エリア⇔まちなかエリア⇔南部エリア（１回利用３００円）
　　※お得な、割増利用券を販売しております。（１枚１００円１１枚綴りを１，０００円で販売）
　⑦運 行 日　土・日・祝日及び正月休みを除く平日

　　　
 【運行時刻表】

【お問合せ】一迫花山商工会 ☎５２－３３００
※一迫ふれあいタクシーは、栗原市の補助（栗原市デマンド交通システム運行事業）を受け、一迫花山商工会が運営しております。

上 り (真坂へ) 下 り (自宅へ)
午　前 午　後 午　前 午　後
　８：００ １３：３０ 　８：３０ １３：００
　９：００ １４：３０ 　９：３０ １４：００
１０：００ １５：３０ １０：３０ １５：００
１１：００ １６：３０ １１：３０ １６：００

※まちなかは随時運行

１２：００～１３：００　お昼休み (ご予約は受付いたします )

一迫にぎわい施設「がやがや」
をご活用下さい
一迫にぎわい施設「がやがや」
をご活用下さい

残雪の栗駒山

湯浜上の滝

桜咲く湯浜温泉


